
１．2年間の会長任期を振り返って

【福田】 本日は筒井現会長，奥山次期会長対談にお

越しいただきました。このような企画は，初めての試

みのようです。よろしくお願いしたいと思います。

筒井現会長になって，2 年制のうち，ちょうど 1 年

10 カ月程度経過したところです。そこで，最初にこの

約 2年間，会長をお務めいただいたところで，ご自身

おやりになろうと思っていたことや，おやりになった

ことについて，感想をお話しいただけますでしょう

か。

【筒井】 2 年間の任期が始まる前にも長いと思って

いたのですが，やってみたら，やっぱり結構長かった

なと思っています。任期はもう少し残っていますけれ

ど。任期が終わったときに，あっという間だったと

おっしゃる方もおられますが，私はそういう感じは今

のところまだないですね。まだ終わってないからかも

しれません。

私が日本弁理士会の会長選挙に出るという話になっ

たのは，今から約 3年前の夏を過ぎたころだったと思

います。そのときは日本も，いわゆるリーマンショッ

クやサブプライムローンの話が，まだそれほどオープ

ンになってない状況でした。当時は，会長選挙の投票

はないだろうと言われていたのですが，直前に，もう

一人の方が出られることになりました。投票となった

ため，多くの会員に絶大なご協力をいただきました

が，自分でもこれだけやれば結果はしょうがないとい

うぐらい一所懸命やりました。

そのうちに，先程のサブプライムローンに起因する

世界的不景気なるものが現実化してきました。例え

ば，会長選挙の前はトヨタ自動車の利益は 1兆円とい

われていましたが，選挙活動の間にだんだん様子が変

わってきて，そのうちに利益がだんだん下がってきま

した。当選したころには，マイナスだという話になっ

ていました。要するに世の中が急激に変わって，会長

に就任したときは完全に日本が沈んだ状態でした。何

というのか，想定外の時期に会長になったなという感

じはしましたね。

当然世の中だけではなくて，弁理士の世界も仕事の

減少が現実化して，会員の業務環境が非常に悪くなっ

たということもあり，なかなか厳しい時期のスタート

だったなという感じがします。

そのような厳しい状況下でのスタートでしたが，会
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員の皆様に約束したことについては，後で述べますよ

うに，初心を忘れず，できる限りチャレンジしてやっ

てきました。ただ，やってきたことの感想について

は，未だ在任中ですし，自ら感想を述べるのではなく

て，残りの任期も会務に全力投球し，評価は歴史にお

任せしたいと思います。

２．マニフェストについて

【筒井】 会長選挙の前から何をやろうかと色々考

え，多くの事項をマニフェストに掲げました。

1番目は弁理士の業務関係の整備と特許事務所の基

盤強化です。2 番目が知財制度，知財業界の発展への

寄与と弁理士の社会貢献，3番目が多様な知財ニーズ

に対応する弁理士の専門の領域の更なる向上，4番目

が外国業務対応能力の強化，国際競争力の向上や，国

際貢献です。5番目が日本弁理士会の組織運営の再構

築，会員サービスの更なる充実という，5項目です。

非常に欲張って掲げましたが，会長になったらやる

しかありません。基本的にはすべて 2年間で，いろい

ろな形で，必ずテーマとして取り上げてやってきたつ

もりです。

しかし，簡単に業務環境の整備といっても，なかな

か厳しい問題があります。例えば，料金問題について

は，弁理士サービス価格検討委員会を創設し，弁理士

試験については，合格者が増える一方で，弁理士の質

を維持する必要があるため，弁理士試験制度検討委員

会を創設しました。更に，「会員総合相談窓口」という

のを新しく立ち上げました。そのような形で対応して

きましたが，もっともっとやるべきことがたくさん

あったと思います。ただ，マニフェストで挙げていた

テーマに関しては全部やってきたつもりです。

３．日本弁理士会の広報活動について

【福田】 今，お話しがあっ

た 5つの項目について，例え

ば，先程の「会員総合相談窓

口」以外にも，これはやり遂

げたと思えるものはあります

か。

【筒井】 最初に，広報セン

ターの附属機関化を進めまし

た。

自分自身もそういう傾向があるのですが，弁理士は

宣伝下手な人が多いと感じたからです。日本弁理士会

は，中小企業支援や，地域の支援，学校支援などいろ

いろな活動をしているのですが，意外と知られていま

せん。会員の中からも費用対効果は合っているのかと

いう声があり，これは外に対して，弁理士自身がやっ

ていること，あるいは，やりたいことについてのプレ

ゼンテーションが不足しているからではないかという

ことがありました。

もう一つは，対内部への広報活動に関することで

す。

会員数が急速に増え，私が十何年前に副会長をやっ

た頃のように，三千数百人の会員でやっていたころと

は，全然違う状況になってきています。日本弁理士会

の中でも，遍く情報が行き届かなくなっているのでは

ないかと思われます。例えば，日本弁理士会の会則 40

条では，「会務に対する協力義務」が規定されていま

す。依頼されたら断れないような規定ぶりになってい

ますが，それを全く知らない会員が結構いるというの

をいろいろな点で感じております。しかし，それも会

員のせいだけとはいえず，日本弁理士会の対内広報活

動の不足にも原因があるのではないかと考えました。

そこで，対外広報，対内広報のいずれも日本弁理士

会はプレゼンテーションしていく必要があると思い，

その機能を強化するという意味で，広報センターを附

属機関化したわけです。

十分やったかどうかについては，自分で言うべきか

どうかわかりませんが，私の印象では，いろいろ皆さ

んに頑張ってもらって，大分変わってきたような気が

します。今回，出願件数減少に対する緊急対応策とし

て日本弁理士会の意見をアピールしていこうというこ

とで，日本経済新聞や日経ビジネス誌等にいろいろな

形で出させてもらっています。最近は日本弁理士会も

「顔出し」ができるようになったという評価も受けて

います。それは広報センターが力をつけてきているこ

との 1つのあらわれでもあるでしょうし，今後も活動

を続けていくべきだと考えています。

弁理士にも，「行列ができる法律事務所」ならぬ「行

列ができる特許事務所」ではありませんが，弁理士を

アピールできるようなスターが欲しいと思います。私

はスターというタイプではないですが，そういう人が

いるのも決して悪くはないという気がします。ふざけ

ているかと思われるかもしれませんが，そうではな

い。まじめに私は言っています。
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４．弁理士の数の問題について

【筒井】 また，会長としての活動のなかで，一番強

く言いたいのは人数の問題です。

【福田】 弁理士の数の問題ですね。

【筒井】 はい。「私が会長になって，大幅増に反対

します」と言ってきましたから。それなのに就任して

から，過去最大の 813名の合格者が出ました。言って

きたことと全く逆なので，マニフェスト違反じゃない

のと言われてもしようがないような状況だったので

す。ただ，これは，その 2年ほど前に試験制度が改正

されて，短答式試験を 1回合格すれば，2 年間持ち越

すことができるようになっていたのです。つまり，短

答式試験の合格者が大勢残っていて，論文試験の受験

者が増えたというのが，一番大きな原因だったので

す。

しかし，このことで私はそれまで以上に，非常に危

機感を持ち，何とかしなければいけないと行動を起こ

しました。このような状況になる前から，特許庁長官

以下，関係者に，何回も何回も申し入れをしてきてお

りました。しかし，結果が 813 名だったということ

で，もっと危機感を持って何とかしなければいけない

ということになりました。ただし，理論的な背景がな

いと弁理士のエゴで言っているという見方をされがち

なので，理論と実態を反映して意見を言うために，弁

理士試験制度検討委員会を，その年の年末近くに創設

しました。会員の皆さんやユーザーのアンケートを

とってまとめましたので，私の任期のうちに報告書を

出して，しかるべき形で公表しようと思っています。

実は，2年目の今年はもっと合格者が増えると言わ

れていましたが，実際には 57人減って 756名でした。

やはり，世間の変化もあるでしょうが，私や周りの人

も「このまま弁理士の質を維持しないで，ただ数だけ

増やすということでいいんですか」と一所懸命言い続

けてきたのです。

更に，仕事の減少が別の要因として出てきました。

しかし，仕事が増えようが減ろうが，質の維持ができ

ない状態で，弁理士の数が毎年 10％以上増えるという

のはやはりおかしいと思います。そこで，人数問題に

ついてはかなりいろいろなところで活動したつもりで

す。

５．弁理士の料金制度について

【筒井】 弁理士の料金制度も，だんだん厳しくなっ

てきています。若い方はご存じないでしょうが，平成

13 年で弁理士事務報酬額表，いわゆる料金表がなく

なったわけですね。1対 1 でクライアントと弁理士の

間で，料金を決めなさいというシステムになってか

ら，弁理士にとっては，余計厳しい状況になっていま

す。今回の不景気もあって，件数が減り，件数が減っ

ただけではなくて，単価もやっぱり危機的だというこ

とが実際にあります。これを何とかしなければいけな

いと思い，以前存在した事務報酬委員会を，担当副会

長の提案で弁理士サービス価格検討委員会という名称

にして，改めて独立の委員会として立ち上げたので

す。

その際に，外国，例えば中国やアメリカでは，日本

の弁理士より良い状況にあるのではないか，日本の知

財の発展に寄与しているはずなのに，日本では，弁理

士が苦労している割には報われてないのではないかと

いう思いがありました。そこで，外国の事務所に対し

ても，アンケートを含めて実態調査を始めたのです

が，正直に言って，なかなか外国の事務所からは回答

がもらえませんでした。

国内も大分労力を使ってアンケートをとりまして，

弁理士サービス価格検討委員会の方には頑張ってもら

いました。大体まとまっているので，これから任期中

にできるだけ早くそのアンケート結果を公表していこ

うと思っています。

６．出願件数減に対する対応策

【福田】 今，幾つかの点を挙げていただいたところ

ですが，引き続き筒井現会長にお伺いするのは，就任

されたときから一気に日本の経済というか日本の国力

が低下していくという環境の中で会長をお務めになっ

たということもありまして，当初掲げられていた 5つ

の項目，それだけでは全然仕事が済まされない状況に

なったと思います。

その中でのご苦労というか，国としての環境の悪化

との関係で，どのようなことを当時お考えになって，

どのような行動をすべきであると決断されたのかとい

う点について，お聞かせ下さい。

【筒井】 現在も継続していますが，「出願件数の激

減に対する緊急対応策」というのが一番の課題でし

た。これは最初のマニフェストには書いていません。

途中で出てきた要因のほうが大きいです。会長就任前

から出願件数は減りつつあったけれども，10％以上減
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少するという状況ではありませんでした。しかも中国

では出願件数は増えている。日本だけカーブが急に下

がっているという状況になっていたので，危機感を

持っていろいろやっています。

【福田】 これは，奥山次期会長にも取り組んでいた

だくことになると思うのですが，特許出願件数が単純

に減っているということについて，件数を増やすため

の原動力には，何が必要かという点で，会長のお考え

があればお聞かせ下さい。減っているものを増やすた

めには，何か舵の切り方を変えなければいけないとい

うことがあると思います。その点について何かお考え

はございますか。

【筒井】 我々が出願件数のことだけを言うと，弁理

士の人数の問題と同様に，弁理士が自分の仕事を増や

したくてエゴで言っているのではないかととられがち

です。そうではなく，これは象徴的なものとして言っ

ています。

出願件数のベースになっている，特許でいうと「発

明」というのは技術開発の成果です。技術開発の成果

が出て初めて，いい発明になって，出願に結びつくと

いうことです。その数が減っているということは，一

方では，企業が選んで出願する，すなわち「厳選して

いる」ということが挙げられるかと思います。また他

方では，私自らの経験も踏まえて申し上げれば，発明

や知的財産に対する「マインド」，別の言葉で言えば

「技術開発力」や「知的財産」に対する前向きな意識

が，日本はかなり下がっているということなのではな

いかとも思っています。以前から危惧していたのです

が，その傾向が如実に出ているのではないかというこ

とです。それが非常に問題なわけです。景気・不景気

には関係のないことですから。

企業の知財部からすれば，会社の経営状況がよくな

いという理由もあるのでしょうが，出願件数がピーク

に達した後，日本では出願を抑制する方向で全体が動

いていた面もあるわけです。この傾向を乗り越えるに

は，根源的なところから直していく，要するに見直し

が必要だろうと思います。

社会全体の風潮も前向きな姿勢ではない。社会全体

が内向き志向になっているという点では，我々の世界

も例外ではありません。まず，その辺から意識を変え

て，「日本人がもっと元気になろうよ」ということを伝

えたいと思います。そこで，我々は知財の世界で動い

ているので，知財を元気にすることからやっていかな

ければいけないだろうと思ったわけです。ですから，

象徴的な意味で出願件数と言っていますが，とりあえ

ず出願件数だけを増やせばいいとは思っておりませ

ん。一過性ではだめですからね。やはり，社会全体を

元気にしていって，日本の活力を，継続的に維持増強

していかないといけないということですね。

７．国際的に魅力ある特許制度に向けて

【福田】 韓国の知財戦略に見られるように，国際的

な出願をする際には自国を第一国出願国にしてもらお

うという動きもありますね。

【筒井】 そのためには，日本人だけではなく，外国

人が日本に特許をどんどん出してくれるようなユー

ザーフレンドリーな特許制度であるべきだと思ってい

ます。

例えば，審査請求料の引き下げや，進歩性の要件を

見直すことで，日本人にとっては当然ながら，外国人

から見ても魅力のある特許制度にすることができるの

ではないでしょうか。

８．会長就任にあたっての抱負

【福田】 奥山次期会長に抱負を語っていただく前

に，今までの筒井現会長のこれまでの取り組みや，出

願の数が減る，国がシュリンクしているというものに

対して，奥山次期会長のお考え，あるいは筒井会長に

聞いておきたいことを語って戴けますか。

【奥山】 筒井会長はずっと以前から存じ上げてい

て，非常に尊敬しています。日本弁理士クラブの幹事

長を，筒井会長がやられたときは副幹事長として，一

緒に活動させていただきました。今のお話を伺ってい

ても，基本的な思いというのは全く変わらないなとい

うのが率直な感想です。大変ご苦労されて，多岐にわ

たり重要な結果を残されたと思っています。そこをど

のように引き継いでいくかというのが，第一の課題で

はないかと思っています。

【福田】 引き継いでいただく部分もいろいろあろう

かと思いますが，会長選挙に立候補された背景には，

ご自身が会長として，取り組んでみたいという思いが

あったのだと思っております。公約は幾つか挙げてい

ただいていると思いますが，ご自身が会長として 2年

の任期の中でやっていきたいことを語っていただけま

すか。

【奥山】 私が立候補させてもらった理由，あるいは
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個人的な思いというのは，時代が非常に速いスピード

で変わっておりまして，日本弁理士会は，それに対応

していかなければならないということです。先週も

AIPLA（米国知的所有権法協会）のミッドウイン

ター・ミーティングに行ってきたのですが，参加者が

例年の半分位でした。それがどういう意味かというの

は難しい問題で，要因はいろいろあるのでしょうが，

やはり勢いのあった世界では急速になくなっているわ

けですよね。

その中で，世の中のペースに先んじたスピードで日

本弁理士会を変えていきたいと思っています。そのた

めに立候補させてもらったと思っています。「スピー

ド感のある会務の運営」をやる必要があると思いま

す。

既に次年度会務検討委員会を 12 月の初めから，毎

週火曜日に朝から夕方までやっております。これま

で，日本弁理士会内の各委員会と附属機関である各セ

ンターの次年度の方針や人数，委員会の改組等を行っ

てきました。次のステップとして，もっと実体的な予

算の検討や弁理士の合格者数増加の問題について，こ

れからよく考えていく中で，速いペースでいろいろ

やっていきたいと思っています。

【福田】 ありがとうございます。スピード感のある

会務運営ということで，それを先頭に立って会長が

引っ張っていかれるということなのだと思います。

９．国際的に見た日本弁理士会のあり方

【福田】 先程 AIPLAのお話が出ましたが，奥山次

期会長は特に国際分野がお強いと伺っております。例

えば，欧米や，中国，韓国等のアジアの知財制度，特

許制度あるいは弁理士というものと，日本の知財制

度，あるいは弁理士というものとを，ご自分で見聞き

された中で，今の日本の状況から，どのようなお考え

をお持ちでしょうか。

【奥山】 難しい質問ですが，今の中国の台頭という

のを見ていると，やはり勢いがありますよね。伸びよ

うとする国家の意思というのが非常に強く出ているよ

うに思います。それが究極的に成功するかどうかとい

うのは，もちろんこれからのことなのですが，やはり

うらやましいなというのが 1つあります。それはおそ

らく，「気持ち」というか「気概」というか，日本弁理

士会なら，日本弁理士会の意思の決定にあるのではな

いかと思います。日本弁理士会は何をすべきか，何が

できるのか，そしてどういう方向に導くのかというこ

とを，まず決めるということですよね。

中国で言えば，今，国家を世界一流のものにしよう

という意思がはっきり出ているわけです。うまく表現

ができないのですが，国家の目的，そして組織の目的

として何をすべきか，という方向性が日本全体から無

くなり，みんな右往左往しているという感じが非常に

しています。その辺，中国ははっきりしているし，ア

メリカはアメリカという国で比較的はっきりしている

国ですよね。一方，東南アジアを見ると，経済成長は

しているのですが，国家の意思というようなものは見

えにくいところがあります。

やはり，その中で日本がやっていくとすれば，どの

方向に導くかというのをはっきりさせて戦っていくと

いう姿勢が必要だと思います。こんなに偉そうなこと

を言っても所詮一弁理士には過ぎないわけですが，知

財制度についてもはっきりとした方向性というのが打

ち出されなければいけないと思っています。

世界的に見ても，日本弁理士会が，日本の社会の中

で果たしている役割というのは非常に高い。アメリカ

にも AIPLAや ABA（米国法曹協会）があり，中国に

も全国中華専利代理人協会があるわけですが，それら

との比較で見ても，やはり日本弁理士会の社会的地位

というのは圧倒的に高いと思います。日本全体をきち

んとした方向に導いていくための 1つの力として，日

本弁理士会も動かなければいけないと思っています。

【福田】 そうですね。いろいろなところに意見，情

報を発信するだけではなくて，やはり「日本弁理士会」

としての意見を述べていくとことが必要だと受けとめ

ました。

【奥山】 個別のことは公約にも書きましたし，これ

からも 1つ 1つ実行していきたいと思うのですが，や

はり日本弁理士会としてはっきり意見を言うことが必

要です。特許庁，あるいは経済産業省が決めたから，

それに従っていくということではなくて，むしろ特許

庁あるいは経済産業省が何かを決める前に，こちらか

ら働きかける。裁判所にも，裁判所が判決を出す前に

意見を述べる。「こういう形が理想的ですから，これ

を考えてみてください」というように発言していきた

いと思っています。

10．役員制度について

【稲岡】 私は，筒井現会長の 2年目に副会長になり
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ましたが，1 年目は執行理事

として活動して，筒井現会長

の人柄や政策に感銘を受けま

した。奥山次期会長は，今度

1 年目で新しい副会長と活動

されることになりますが，会

長と副会長は任期が違うの

で，コミュニケーションとい

う点では，工夫される必要があるのではないかと思い

ます。この点で筒井現会長のご意見を伺えますか。

【筒井】 確かにそれはありますね。奥山次期会長は

まだ 2年目をやられていないですからね。1年目もま

だこれからですが。私は 1年目が終わって 2年目も終

わろうとしているので，稲岡副会長が言われたことは

非常に実感できます。つまり，1 年目はいわゆる「仕

込み」が多く，2年目は「仕上げ」をしなければならな

いので，活動の仕方にもかなりの違いが出てきます。

ただ，副会長と執行理事では，立場的に異なるとこ

ろもあります。執行理事はサポート役だから，別な言

葉で言えば，評論家っぽいところもあるわけです。と

ころが，副会長はプレイヤーであって，前面で会長を

サポートしなければいけない立場なわけです。

【福田】 役員制度についての委員会もありますね。

【筒井】 それは，休止していた役員制度の委員会を

改めて立ち上げたものです。皆さんご存じとおり，今

の役員制度になって今年 5年目です。制度を急速に変

えようという意識はなかったのですが，私が終えるこ

ろには 5年目になるわけだし，何の制度であっても 5

年たったら見直しというのはよくありますよね。そこ

に向けてやっていく必要があるなと思ったので，あえ

て，委員会を改めて創設しました。

例えば，現在は，総会が日本弁理士会の最高意思決

定機関ですが，会員が八千数百人いるにもかかわら

ず，実際には出席するのは百数十人程度です。それな

らば，代議員制度をとって，例えば，200 人の代議員を

選ぶようにすれば，8000 人分の 100 人よりもっと密度

濃く代表していることになるのではないかなどと考え

てきました。執行理事制度のあるべき姿はこれでいい

のかなという部分もありましたが，ただそれはほんの

一部であって，役員制度全体を検討することが必要だ

と思いました。5 年先に変えなければいけないなら，

今から検討したほうがいいだろうということで始めま

した。

【福田】 奥山次期会長も，やはり次期会長をやると

いう気構えで，役員室で役員会に携わると随分違うも

のですか。

【奥山】 今は執行理事といっても担当がないので，

次期会長を前提にしているからといって特別な感慨は

ありませんが，執行理事と，副会長，会長がいる役員

会という制度をつくってくださった先輩の先生方には

感謝しなければいけないと思います。

会長任期 2年というのは，改めて準備を始めてみる

と，やはりどうしても 2年必要だという感じです。何

かをしようとしたときに，1年ではできないことが多

いという気がします。その意味で，現在の執行役員会

の仕組み，あるいは会長 2年制というのはうまく機能

していると思います。一方，筒井現会長がおっしゃら

れたように，総会や選挙制度については，大きな課題

があると思います。筒井現会長が，再度立ち上げられ

た役員制度検討委員会は，名称は変わりますが，引き

継いで，見直しを行うという方向で動いています。全

部含めたスケジュールを今から考えています。

11．弁理士の多様化について

【福田】 弁理士の数が増えているという話しがでま

したが，数の是非ではなく，いろいろなタイプの弁理

士が増えていますね。いわゆる特許事務所に限ったこ

とではなく，企業内弁理士，大学内の弁理士や，異業

種の方面の弁理士も増えています。日本弁理士会や弁

理士のあり方も，以前とは随分違いが出てきているか

もしれません。それに対して，弁理士全体で活動して

いくための方策についてお聞かせください

【筒井】 それはこれからの課題ですね。私もそうで

すが，奥山次期会長の就任後は，ますますそうなって

いるでしょうから，それを模索しなくてはいけないで

しょうね。例えば年代別に見て，現在会員が約 8,700

人いますが，そのうちの約 5,000 人はこの 10 年以内に

合格した人です。私たちは三十数年前に合格しました

が，完全に化石状態ですから（笑）。8,700 人のうちで

前から 800 番以内ですからね。

福田センター長がおっしゃったように，企業の人と

特許事務所の人，ほかにも一部はいますけれども，大

体二極化で，去年の合格者の半分近くは企業の従業員

です。特許事務所のほうが少ないのです。2 年前の合

格者における企業の従業員と特許事務所の従業員の比

率は 41％対 42％で，事務所の人が 1％多かった。けれ
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ども去年は 48％対 29％という差がつくぐらい企業の

人が多い。しかも今は，合格者がそのまま企業に勤め

ています。

三十数年前の話をすると，企業に勤めて合格した人

は特許事務所に入るか，特許事務所経由あるいはダイ

レクトにそのまま独立するというのが普通でした。今

は全く様変わりして，企業に残るか，又は逆な流れで

特許事務所の人が企業に入るということになります。

企業勤務の合格者が皆さん登録してくれた暁には，企

業勤務の弁理士が弁理士全体の 20％以上になるかも

しれませんね。

【稲岡】 今後，企業内の弁理士が増えて主流派に

なった場合に，弁理士の代理業務のあり方も変わって

くるのではないかと思いますが，そのあたりはいかが

でしょうか。

【奥山】 おっしゃるとおり，基本的に日本弁理士会

というのは自由業としての資格者である弁理士をサ

ポートするというのが，これまでのあり方だったわけ

です。そこを捨てたわけではなく，全くそのとおりで

す。

ただ，筒井現会長がおっしゃられたように，現実問

題として，資格を持って企業に勤めている人が増えて

いる。毎月 2万円の会費をもらって，日本弁理士会は

知りませんよというわけにはいきません。むしろ，そ

ういう人たちに日本弁理士会に関心を持ってもらっ

て，先ほど申し上げたように，日本弁理士会の活動を

通じてキャリアや，仕事の上での人生設計ができるよ

うになれば，むしろプラスではないかと思います。自

由業弁理士，野に在る弁理士という形にあまりこだわ

らずに，広く企業にいる人たちにも入ってもらったほ

うがいいのではないかということがあります。

結局，自由業の弁理士をサポートしていくというの

が，日本弁理士会の基本だと思います。資格制度の維

持ということを考えても，それが基本だとは思います

が，そればかりではもう日本弁理士会が成り立たない

のではないかというのが私の考えです。

12．企業内弁理士の会務参加について

【筒井】 1 つの課題として，若手弁理士の会務への

参加とともに，特許事務所以外に勤務している弁理士

が，いかに日本弁理士会の会務に参加してくれるかと

いうことがあります。日本知的財産協会の委員会には

出席するけれども，日本弁理士会の委員会には出席し

ない人がほとんどだと思いますから。また，いろいろ

な意見を言ってほしいというのがあります。

奥山次期会長には，企業の人を中心にした委員会を

つくる計画があるそうですね。そういったことはどん

どんやってほしいと思います。私も，次年度人事検討

委員会に，できるだけ若い企業勤務者を出して欲しい

と改めてお願いしたことがあります。けれども，出席

できた人は，その前年からいた，ある企業の若い会員

が 1 人だけでした。お願いしたけれども増えなかっ

た。それが現実なんです。なかなか，「笛吹けど踊ら

ず」というのがあるので，その辺はこれからもっと

もっと課題になると思います。

【奥山】 企業の方々のための委員会については，一

つのアイデアがあります。実は委員会のスタートの時

間が夜 7時というものです。

この委員会は，企業の中での弁理士の地位向上とい

うのを，考えてもらうことが目的です。そのために

は，日本弁理士会が，何をできるかという問題もあり

ます。弁理士資格を取って，会社が弁理士登録のため

の会費を払ってくれているとすれば，そこにはやっぱ

り日本弁理士会に期待されたものがあると思っていま

す。それをきちんと返せるようにしなければいけない

と思っています。

夜の 7時から始めることにしたのは，この委員会の

活動が，企業の知財活動に，直接役に立つものではな

いかもしれないですし，上司に，「弁理士地位向上のた

めの委員会に行きたいですから午後 3時から行ってい

いですか」とはなかなか頼みにくいですよね。企業に

勤めている弁理士の人たちには，企業内のキャリアと

して，昇進の結果，ひょっとしたらその企業の社長に

なれるかもしれないということがあります。しかし，

それとは別に，自分自身のキャリアとして，弁理士の

資格をうまく使って，人生設計を考えてもらえるよう

な環境を作りたいと思ったのです。そうすると，やは

り企業の勤務時間に開催するのは筋が通らないと思い

ました。6時開始も考えましたが，皆さんに聞いたら，

「都心から離れたところから来るので 6 時じゃ無理で

すよ」と言われました。自由にいろいろ話をしても

らって，日本弁理士会にフィードバックしてもらおう

と思っています。

【筒井】 私は企業の知財部にいたことはありません

が，技術標準委員会で技術標準を検討する際には，企

業の知財部の経験が非常に役立ちます。現実に少数参
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加いただいていますが，企業経験のある方がいない

と，実のある活動ができない委員会は他にもありま

す。例えば，知財経営コンサルティング検討委員会の

基本コンサルティングや，知財流通・流動化検討委員

会では，企業経験があったほうがいいという場面もあ

りますね。

【福田】 先程，奥山次期会長が，ある意味で，国に

対してもいろいろ意見を申し上げるのが，日本弁理士

会の組織であるとおっしゃっていました。そのために

は，弁理士の中で多様な意見があるものを集約して発

言したほうが，より重みがあって，世の中に即した意

見になるだろうと思います。企業に勤めている弁理士

の方の声も一緒に酌んで，国に対してもよりよい発言

ができるという点で，その委員会には非常に注目して

います。

13．人的交流の重要性について

【筒井】 しかし，事務所又は企業の人ばかりで集ま

る必要もありません。弁理士は，異なる立場の人とい

ろいろと交流して，「井の中の蛙」にならないようにす

ることが大切です。特に若い人は，常に意識しなけれ

ばいけないと思いますよ。意識しないと，どうしても

我々は職人になりやすい傾向にあります。外に意識を

向けようとする努力をしなければだめだと思います。

弁理士は職人である部分も必要ですが，職人だけで

いいのでしょうかということです。別の言葉で言う

と，必要条件は職人かもしれないけれど，十分条件は

違うでしょう。社会人としても，弁理士として考えた

ときも，十分条件は職人だけではだめで，もっと違う

世界のことも含めてわからないとコンサルティングは

できないと思います。一面的なコンサルティングはで

きるけれども，多面的なコンサルティングはできない

と思います。我々年長者ではなくて，若い人はぜひ将

来の自分の問題として考えていただく必要があると思

います。ですから，いろいろな人と交流するというこ

とが必要だと思います。

14．日本弁理士会の施策の継続性について

【福田】 ありがとうございます。最後に，筒井現会

長に伺います。残された約 1カ月半で，ぜひともやり

遂げたいこと，やっておきたいこと，あるいは次の奥

山会長に継いでもらうために，何か準備をしなければ

いけないことはありますか。

【筒井】 広く言えば，奥山次期会長には現在執行理

事として，この半年間，何が今行われているかという

ことを全体的に見てもらっています。

私についていえば，自分自身が言い出したことは，

やっぱりある決着をつけて終わりたいというのがもち

ろんあります。先程申し上げた，弁理士試験制度や弁

理士のサービス価格の問題，更に，特許法改正の問題

等もありますが，その辺の決着もつけたいと思いま

す。

もう一つ，私としては非常にある意味で目玉となる

施策で，なかなかうまくいかなかったものがありま

す。2年前には，「知財ビジネスサポートセンター（仮

称）」を創設したいと言っていました。一番大きな理

由は，平成 13 年の弁理士法改正で，いわゆる産業財産

権の範囲を超えて，著作権や，種苗法や，特定分野の

契約の代理等を弁理士ができるようになりましたが，

名はとったけれども，実をとってないと思ったからで

す。要するに，これらが弁理士のビジネスとして取り

込まれていないと思っていたのです。

いわゆる，周辺業務や新規業務と呼ばれている業務

を，弁理士の仕事に取り込んでいかないと，これだけ

弁理士が増えていくのであれば，特許や実用新案，意

匠や商標の調査，出願だけではとてもじゃないけれど

も吸収できない。段々苦しくなる一方だろうと思って

いたので，何とかそのための組織を日本弁理士会の外

に作りたかったんですよ。日本弁理士会は利益を出す

ための団体ではないので活動に制限があります。そこ

のところを何とかしたいと思っていろいろな模索をし

ました。NPO方式，株式会社方式，財団法人方式等，

いろいろ考えましたが，それぞれいろいろな問題があ

り，なかなか実現できませんでした。

今，事務局の職員も 1人配してもらって，知財業務

開発室をつくってもらっています。しかし，これは私

としては，発展途上の形だと，正直に言って，思って

おります。

奥山次期会長にぜひ，弁理士の産業財産権以外の業

務を広げていくことを引き継いで発展させていただけ

れば，私が果たせなかったことをやっていただけると

いう気がします。

【福田】 奥山次期会長いかがですか。

【奥山】 それはしっかり筒井現会長の思いを受けと

めています。例えば，「会員サポートセンター」と我々

は呼んでいますが，その創設は公約にも挙げています
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し，実現すると心に決めています。

もう一つ，委員会や附属機関の人事を検討する次年

度人事検討委員会にもお願いしたのですが，次年度の

テーマは「街へ出よう」に決めています。

日本弁理士会の中で，審査基準を精緻に読み込んだ

り，判例を整理したりすることも非常に重要ですが，

それを基礎に，実際のビジネスとして何ができるのか

を，日本弁理士会全体で考えてもらおうと思っていま

す。勉強ばかりのフェーズはもう終わりにして，著作

権，ソフトウエア，不正競争防止法，特許，商標等の

委員会の活動を，現実の仕事にどのように結び付けて

いくか，隣接業務も周辺業務も，もちろん本業である

特許庁に対する代理業務も須らく，現実の仕事にどう

やって結びつけていくのかを考えてもらおうと思って

います。

15．筒井現会長から奥山次期会長へ「贈る言葉」

【筒井】 実はできるだけ早いほうがいいと思って，

先月，会長心得なるものを渡しているんですよ。

【奥山】 いただきました。

【筒井】 そこに幾つか思いつくままに書いているの

もあるんですよ。

【福田】 「贈る言葉」みたいなものですか。

【筒井】 そう，そう。

【奥山】 「贈る言葉」（笑）。

【筒井】 まだ自分の任期も終わっていないですが，

自分の経験をできるだけ早く伝えたい。あるのなら，

早くもらったほうがありがたいでしょう。3月末にも

らっちゃうとね。もう，すぐ会長をやらなきゃいけな

い。

【奥山】 おっしゃる通り。

【筒井】 そのときは予算も大体できてないといけな

いから，できるだけ早く出そうということはしていま

す。次期会長への要望，期待ということで，その辺を

幾つか書きました。

それから，稲岡副会長がヒントをくれたこととか

ね。やっぱり 1年目はいわゆる仕込みの時期なわけで

すからね。私みたいにいっぱいてんこ盛りでマニフェ

スト出しても，それを一気にやることは，当然できな

いわけですよ。準備ができていないですから。

選挙の投票があったら少し遅くなりますが，11 月ぐ

らいから次年度会務検討委員会を立ち上げて，4カ月

くらいは，事業の内容や，予算や，それらの改善や実

行のあり方を検討します。やはり，日本弁理士会のシ

ステムというのは 4月にはすぐ立ち上がれません。な

ぜかというと，5月末にある総会で承認されなければ

実行できないからです。そこに向けて準備活動をして

も，すぐにはできないわけだから，それを 2年間でや

るわけです。2 年制になった結果，1 年目は仕込みが

中心になり，2年目に実行するというような形になる

と思われます。

自分にとって 2 年の任期は，実は結構大変でした。

けれども，制度としてどちらがいいかといえば，少な

くとも会長は 2年やったほうがいいだろうと言わざる

を得ないと思います。

【福田】 ありがとうございました。最後に，筒井現

会長から奥山次期会長への「贈る言葉」から 1つくら

い披露して戴けませんか。

【奥山】 それは，要するに会長の心構えです。

【筒井】 私から言わせて戴きますと，最初に書いた

のは，「会長は孤独ですよ」ということです。すべて副

会長が助けてくれますが，最後の決断は自分がやるん

だよと。これはやっぱりなったらわかります。ならな

い前はわからないと思います。外部対応とかいろいろ

なことがあって，どちらにしようかと迷うことが

しょっちゅうあるわけですよ。だからそこで最後に，

会長どうするんですかということになるわけです。そ

こでどちらと言わなければいけない役というのは，結

構厳しいものがあるんですよ。

【奥山】 それはそうですね。

【筒井】 それは当然のことで，そんな覚悟がなかっ

たら会長になっていないと思いますが，これだけは会

長になる前に幾ら言われてもだめだと思います。会長

になった後で，「あ，会長経験者がこういうことを言っ

ていたが，これだったのか」というのがわかればいい

んじゃないですか。それが一番しんどかったんです

よ，私の経験では。

当然，奥山次期会長はその心構えを持っていると思

いますが，ただ，やっぱりそれがいきなりガーンと来

ますから。そこで自分のバックボーン，背骨をちゃん

と真っすぐ伸ばさなければならない。俗に言う「ぶれ

ない」ということは何ですかというのが，その時初め

てわかると思います。

【稲岡】 ぶれなさ過ぎると問題が起きます。

【筒井】 状況が変化しているのに単にぶれないだけ

であれば，ただ頭が固いということになります。それ

奥山尚一新会長，筒井大和前会長を迎えて

パテント 2011Vol. 64 No. 6 − 13 −



もまずいでしょうね。

外部との対応でもいろいろあります。我々の思うと

おりに外部が動いてくれると思ったら大間違いで，む

しろ逆のほうが多いですから。それに対してどう対応

するかというのは，会長が決断することでしょう。副

会長や執行理事，あるいは委員長といった皆さんがサ

ポートしてくれるから，そこにもちろん頼ればいい面

もあるわけですが，最終決断は自分だよということで

す。

【稲岡】 奥山次期会長は十分ご存じだと思います

が，ぶれる，ぶれないによって変わるのは，日本弁理

士会の事務局ですよね。彼らは，僕らが 1 年，2 年

やっても変わりなく，ずっとこの仕事を続けていきま

すから，トップである会長の発言がぶれていると，事

務局の態度がちょっと変わってきます。だから，ぶれ

てはいけないのは，副会長や会員のためだけでなく，

事務局との連繋のためでもあります。

【筒井】 外部から見る目もそうです。そこは気をつ

けたほうがいいと思います。内部に対しては，先程

言ったように，最終責任をとるのが自分であればいい

わけで，あとは副会長や執行理事，委員長，委員，事

務局も含めて，他の人にいかにやっていただくかとい

うことが重要なのです。

だから，会長が一番先に決断することと，最後に責

任をとるということが，大事なことなのです。そこだ

けやれば，後はたぶん下の人が全部やってくれます。

それを「自分が全部やらなきゃいかん」といって全部

やろうとすると，「どうぞ（勝手に）やってください」

となるだけです。そのあたりの言葉や気持ちのあやと

いうのはあると思います。

【福田】 皆様，このあたりで，日本弁理士会新旧会

長の対談を終了いたします。本日は大変有意義なお話

をどうもありがとうございました。

── 了 ──
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